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横浜阪東橋

2020年1月19日（日） 10：00～12：00
　 　 [場 所 ] ホグレルスペース神田  東京都千代田区内神田2-6-11 若松ビル3F 

　　 [ 対 象 ]  医 療・治 療 従 事 者の方を対 象

　　  [受講費]   無 料   [定員 ] 先着10名（定員になり次第受付締切）

【当日の流れ】

10：00～10：50　ホグレルスペース12年の運営内容

　　　　　   　　 2025年問題「超・高齢社会」における

　　　　　　    　予防フィットネスの社会的意義と動作改善の必要性

　　　　　　　    ～ 休 憩 ～

11：00～11：45　利用者へ実践している取り組み・運用例

11：45～12：00　質疑応答

[講 師 ]  
ホグレル株式会社 代表取締役       　　　　　 　向川是吉
ホグレルスペース 理学療法士・モーションセラピスト 萩  潤也

病院
クリニック

治療院 介護施設

予防
フィットネス

医療従事者・接骨院向け

【予防フィットネス 事業説明会のお申込み】
Tel.03-5970-7833 （受付時間平日9時～18時）
 info@hogrel.com （24時間受付可能） 担当：Hogrel事業部

医療従事者・接骨院向け

事業説明会のご案内
～保険と自費の共存、治療から予防へ～

ホームページの
フォームからも
お申込み可能
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理学療法士
柔道整復師など
専門家による
身体評価

日常生活動作
姿勢の改善
怪我をしない
動作の習得

医療実績のある
コンディショニングマシン
「ホグレル」を
活用したプログラム

1 2 3ホグレルスペースの長所
｠

　 手軽さ ＝ 継続しやすい
｠　

　1. 面倒な着替えが不要

　2. 運動が苦手の方でも気軽にできる

　3. 仕事の合間の１５分でできる
　4. つらくない、気持ちの良い運動

　5. 生活習慣になりやすい

保険と自費の共存

地域包括ケアシステムにおける
 ホグレルスペースの位置づけ

2025年
を間近に控えて。

　「2025年問題」とは、団塊の世代が2025年頃までに
後期高齢者（75歳以上）に達する事により、介護・医療
費等社会保障費の急増が懸念される問題です。下の
グラフは、平成27年（2015年）に「団塊世代」が前期高齢
者（65～74歳）に到達し、10年後の平成37年（2025年）
高齢者人口は、約3,500万人（人口比約30％）に達する
と推計されています。（平成18年厚生労働省・委員会報告書より抜粋）

２０２５年以降、団塊の世代が７５歳以上に達することで
考えられることは・・・

自分の身体は
自分でケアする時代に

医療・介護保険の圧迫
リハビリ難民の増大
地域包括ケアへの推奨
自助・互助・共助・公助の考え

高齢者人口（千人）
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資料 ： ２０００年まで総務省統計局「国勢調査」
　　　2005年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成14年1月推計）

図　高齢者人口の推移

2015年以降
団塊の世代
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が高齢者となる
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事業説明会
～保険と自費の共存、治療から予防へ～

■ ホグレルスペース 日本橋

■ ホグレルスペース 横浜阪東橋

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回
① 概要・ホグレルスペース
　 での取り組み

② ホグレルマシンの
　 特性・効果・使用法

③ 自分で知る・感じる
　 過程を経験する
　  静的評価 → トレーニング

第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回

　  「腰落とし」
　  腕回しと同じような
　  形式で行う
　  適正に行えていれば
　  歩行の感覚が変わるので
　  そこを基準とする

① トレーニング時間

② 感覚の言語化
　 初めてホグレルを使った時の
　 感覚や感じたことと
　 継続して使っていく中での
　 感覚の変化やその違いを
　 言葉にしていく

① 再評価
　（4つの静的評価
　 クリア基準）

　   「肘合わせ」
　   「背面合掌」
　  「前屈」
　  「長座開脚」

良い悪いも含めて継続していくと
初めに感じていたことを
どのように感じるようになるのか
また、なぜそう感じたのか
変化した要因は何が考えられるか

① ホグレルマシンの可能性
　（評価基準に
　 なりえることなど）

　  マシンの軌道・重さは
　  変化しないので
　  動きの再現性が高い
　 

① 再評価
　（自身の変化等を言語化）

② トレーニング再設定

　  静的評価 → トレーニング

そのため、セルフでも日々の
コンディショニング評価が
行いやすくなる → 基準になる　 

① トレーニング継続

② 会員様への現状対応方法
　 （意識していること）

　 本人の感覚を大切にする
　 見た目や形に
　 こだわりすぎない

主観的に捉えづらい感覚を
感じやすくなる
例えば左右差など

① 動的評価の導入・実践

　   「腕回し」
　  マシンを使用していくうちに
　  力を抜いて動作する感覚が
　　得られる事で疲労感や
　　持続力がどう変わるか

① まとめ

　  あくまでマシンは手段
　  目的を探っていくことを
　  続けること（目的がない人も）
　  問診が大事であること
　  自分で使って、試して、感じて
　  患者さんに伝えてほしいこと

病院
クリニック

治療院 介護施設

予防
フィットネス

ヒアリング

ホグレルコンディショニングの流れ

サービス
3つの特長 

静的評価 動的評価 自分自身の
身体を理解

動作改善の
メニュー提案

セルフ
コンディショニング・ 肘合わせ（上肢 外旋）

・ 背面合掌（上肢 内旋）
・ 前屈（下肢 屈曲伸展）
・ 長座開脚（下肢 外旋）

・ 状況確認
・ 目標設定

・ 腕回し（肩甲骨面）
・ 腰落とし（重心位置）
・ 回転軸（軸足バランス）

・ 可動域
・ 代償動作
・ バランス

・ 基本メニュー
・ 個別メニュー
・ 実動作メニュー

・ メニューに沿って
  自分で身体の調整

セルフコンディショニング

セルフコンディショニング

セルフコンディショニング

セルフコンディショニング

評価（4つの静的評価）
まず現状の身体の評価をして仮説を立てること。マシンを使う前に条件を整えることを大切にしています。

4つの姿勢を基準に身体の状態（硬い・動きにくい部位）を判断しています。

①肘合わせ ②背面合掌 ③前　屈 ④長座開脚

①肘合わせ ― 主に広背筋の柔軟性を評価
　　　肘合わせの動作改善に取り組むと「肩周囲の不調」の予防が期待できます。

②背面合掌 ― 肩の複合的な動作（肩関節回旋、肩甲骨の可動性など）を評価
　　　背面合掌の動作改善に取り組むと「猫背などの姿勢の悪さ」の予防が期待できます。

③前　　屈 ― ハムストリングス、下腿三頭筋の柔軟性を評価
　　　前屈の動作改善に取り組むと「腰痛や膝痛」の予防が期待できます。

④長座開脚 ― 股関節の複合的な可動性、柔軟性を評価
　　　長座開脚の動作改善に取り組むと、「身体全体の重だるさ」の予防が期待できます。

① ②

③ ④

直営店3ヶ月研修
ホグレルスペースを運用することを目標に
理学療法士の資格を持つ弊社のモーションセラピストが
ホグレルスペース直営店で実地研修を行います。

[場所] ホグレルスペース神田
[研修] 1日1.5時間 × 12回（3ヶ月）
[対象] 研修プログラム修了者
[研修のゴール設定]
１． 「セルフコンディショニング（自分の身体は自分で整える）」
　  を伝えられる・体現できる
2. 「自立」の意味・意図が理解でき伝えることができる
3. 評価写真・動きの手本が自分自身で提示できる
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高齢者人口は、約3,500万人（人口比約30％）に達する
と推計されています。（平成18年厚生労働省・委員会報告書より抜粋）
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医療従事者・接骨院向け

事業説明会
～保険と自費の共存、治療から予防へ～

■ ホグレルスペース 日本橋

■ ホグレルスペース 横浜阪東橋
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① 概要・ホグレルスペース
　 での取り組み

② ホグレルマシンの
　 特性・効果・使用法

③ 自分で知る・感じる
　 過程を経験する
　  静的評価 → トレーニング

第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回

　  「腰落とし」
　  腕回しと同じような
　  形式で行う
　  適正に行えていれば
　  歩行の感覚が変わるので
　  そこを基準とする

① トレーニング時間

② 感覚の言語化
　 初めてホグレルを使った時の
　 感覚や感じたことと
　 継続して使っていく中での
　 感覚の変化やその違いを
　 言葉にしていく

① 再評価
　（4つの静的評価
　 クリア基準）

　   「肘合わせ」
　   「背面合掌」
　  「前屈」
　  「長座開脚」

良い悪いも含めて継続していくと
初めに感じていたことを
どのように感じるようになるのか
また、なぜそう感じたのか
変化した要因は何が考えられるか

① ホグレルマシンの可能性
　（評価基準に
　 なりえることなど）

　  マシンの軌道・重さは
　  変化しないので
　  動きの再現性が高い
　 

① 再評価
　（自身の変化等を言語化）

② トレーニング再設定

　  静的評価 → トレーニング

そのため、セルフでも日々の
コンディショニング評価が
行いやすくなる → 基準になる　 

① トレーニング継続

② 会員様への現状対応方法
　 （意識していること）

　 本人の感覚を大切にする
　 見た目や形に
　 こだわりすぎない

主観的に捉えづらい感覚を
感じやすくなる
例えば左右差など

① 動的評価の導入・実践

　   「腕回し」
　  マシンを使用していくうちに
　  力を抜いて動作する感覚が
　　得られる事で疲労感や
　　持続力がどう変わるか

① まとめ

　  あくまでマシンは手段
　  目的を探っていくことを
　  続けること（目的がない人も）
　  問診が大事であること
　  自分で使って、試して、感じて
　  患者さんに伝えてほしいこと
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治療院 介護施設
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フィットネス
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・ 前屈（下肢 屈曲伸展）
・ 長座開脚（下肢 外旋）

・ 状況確認
・ 目標設定

・ 腕回し（肩甲骨面）
・ 腰落とし（重心位置）
・ 回転軸（軸足バランス）

・ 可動域
・ 代償動作
・ バランス

・ 基本メニュー
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  自分で身体の調整
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評価（4つの静的評価）
まず現状の身体の評価をして仮説を立てること。マシンを使う前に条件を整えることを大切にしています。

4つの姿勢を基準に身体の状態（硬い・動きにくい部位）を判断しています。

①肘合わせ ②背面合掌 ③前　屈 ④長座開脚

①肘合わせ ― 主に広背筋の柔軟性を評価
　　　肘合わせの動作改善に取り組むと「肩周囲の不調」の予防が期待できます。

②背面合掌 ― 肩の複合的な動作（肩関節回旋、肩甲骨の可動性など）を評価
　　　背面合掌の動作改善に取り組むと「猫背などの姿勢の悪さ」の予防が期待できます。

③前　　屈 ― ハムストリングス、下腿三頭筋の柔軟性を評価
　　　前屈の動作改善に取り組むと「腰痛や膝痛」の予防が期待できます。
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① ②

③ ④

直営店3ヶ月研修
ホグレルスペースを運用することを目標に
理学療法士の資格を持つ弊社のモーションセラピストが
ホグレルスペース直営店で実地研修を行います。

[場所] ホグレルスペース神田
[研修] 1日1.5時間 × 12回（3ヶ月）
[対象] 研修プログラム修了者
[研修のゴール設定]
１． 「セルフコンディショニング（自分の身体は自分で整える）」
　  を伝えられる・体現できる
2. 「自立」の意味・意図が理解でき伝えることができる
3. 評価写真・動きの手本が自分自身で提示できる
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行いやすくなる → 基準になる　 

① トレーニング継続

② 会員様への現状対応方法
　 （意識していること）

　 本人の感覚を大切にする
　 見た目や形に
　 こだわりすぎない

主観的に捉えづらい感覚を
感じやすくなる
例えば左右差など

① 動的評価の導入・実践

　   「腕回し」
　  マシンを使用していくうちに
　  力を抜いて動作する感覚が
　　得られる事で疲労感や
　　持続力がどう変わるか

① まとめ

　  あくまでマシンは手段
　  目的を探っていくことを
　  続けること（目的がない人も）
　  問診が大事であること
　  自分で使って、試して、感じて
　  患者さんに伝えてほしいこと
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セルフ
コンディショニング・ 肘合わせ（上肢 外旋）

・ 背面合掌（上肢 内旋）
・ 前屈（下肢 屈曲伸展）
・ 長座開脚（下肢 外旋）

・ 状況確認
・ 目標設定

・ 腕回し（肩甲骨面）
・ 腰落とし（重心位置）
・ 回転軸（軸足バランス）

・ 可動域
・ 代償動作
・ バランス

・ 基本メニュー
・ 個別メニュー
・ 実動作メニュー

・ メニューに沿って
  自分で身体の調整

セルフコンディショニング

セルフコンディショニング

セルフコンディショニング

セルフコンディショニング

評価（4つの静的評価）
まず現状の身体の評価をして仮説を立てること。マシンを使う前に条件を整えることを大切にしています。

4つの姿勢を基準に身体の状態（硬い・動きにくい部位）を判断しています。

①肘合わせ ②背面合掌 ③前　屈 ④長座開脚

①肘合わせ ― 主に広背筋の柔軟性を評価
　　　肘合わせの動作改善に取り組むと「肩周囲の不調」の予防が期待できます。

②背面合掌 ― 肩の複合的な動作（肩関節回旋、肩甲骨の可動性など）を評価
　　　背面合掌の動作改善に取り組むと「猫背などの姿勢の悪さ」の予防が期待できます。

③前　　屈 ― ハムストリングス、下腿三頭筋の柔軟性を評価
　　　前屈の動作改善に取り組むと「腰痛や膝痛」の予防が期待できます。

④長座開脚 ― 股関節の複合的な可動性、柔軟性を評価
　　　長座開脚の動作改善に取り組むと、「身体全体の重だるさ」の予防が期待できます。

① ②

③ ④

直営店3ヶ月研修
ホグレルスペースを運用することを目標に
理学療法士の資格を持つ弊社のモーションセラピストが
ホグレルスペース直営店で実地研修を行います。

[場所] ホグレルスペース神田
[研修] 1日1.5時間 × 12回（3ヶ月）
[対象] 研修プログラム修了者
[研修のゴール設定]
１． 「セルフコンディショニング（自分の身体は自分で整える）」
　  を伝えられる・体現できる
2. 「自立」の意味・意図が理解でき伝えることができる
3. 評価写真・動きの手本が自分自身で提示できる


